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側に適用する 22KV 固体絶縁開閉装置の研究成果をまとめたもので，次の 7 章から構成されている。
第 1 章では，吾が国の，特に都市内の変電所を縮小する必要性とその目標値，開閉装置に要求され
る諸性能について述べ， 22KV 固体絶縁開閉装置開発の意義と本研究実施の目標を明らかにしている。
第 2 章では，開閉装置を縮小するために大気圧空気に代って用いられる絶縁として， SF 6 ガス絶縁



















































(5) 開閉装置の縮小に最も影響する 22KV しゃ断器は，真空しゃ断器が SF 6ガスしゃ断器より有利な
ことを指摘し，真空しゃ断器が高周波消弧に依り過電圧を発生し易いことから 新たに開発した真
空スウィッチ管を用い，配電系統における過電圧の検討を行い，危険性のないことを明確にした。
以上のような諸成果は本装置の実用性 信頼性の確立に寄与するのみでなく 普く電力機器の構成
と絶縁方式並びに電力系統への適用に関する多くの新知見を与えるもので，電気機器工学，電力工
学に貢献する所が大きい O 依って本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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